
市議会だより
表題は「いとう」の文字に大室山・小室山を配し、図案化したものです。

※伊東の自然・歴史・文化を題材にした「伊東かるた（第二版）」（伊東かるたの会制作）の中から
　「伊東の魅力再発見」をテーマに、編集委員が選んだお気に入りの札を写真とともにご紹介します。

主な内容

議会に関する情報は、市議会ホームページも併せてご覧ください。 伊東市議会

伊
東
祐
親
公
の
像

　
伊
東
の
祖
と
い
わ
れ
る
伊
東
祐
親
の
像
が

物
見
塚
公
園
に
あ
り
ま
す
。

　
公
園
か
ら
は
伊
東
の
町
が
一
望
で
き
ま
す
。

～
伊
東
か
る
た
解
読
書
よ
り
～

令和4年６月１日   No. 19３

“伊東の魅力”再発見

○３月定例会の概要　� 【Ｐ．２】
○予算大綱質疑（６議員が質疑） � 【Ｐ．４】

○一般質問（１１議員が登壇）　� 【Ｐ．7】
○常任委員会だより　� 【Ｐ．12】
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市 議 会 だ よ り

議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果
市認第１５号 令和３年度伊東市一般会

計補正予算（第７号）専決
処分の報告承認について

国の経済対策のうち、新型コロナウイルス感染症の拡大防止事業枠
の生活・暮らしへの支援として実施される、住民税非課税世帯等に
対する臨時特別給付金給付事業に係る一般会計補正予算について、
令和３年１２月２７日に専決処分を行ったことの報告承認

市長 全会一致
で承認

市 報 第８号 市の義務に属する損害賠
償の額の決定に係る専決
処分の報告について

市職員による粗大ごみの回収時、誤って回収依頼者宅の窓ガラスを
破損させ損害を与えたため損害賠償を行ったもので、令和３年１２月
１６日に専決処分を行ったことの報告

市長 報告・
質疑のみ

市議第３４号 伊東市長の給料の特例に
関する条例

市長に支給する給料月額を令和４年３月１日から令和４年５月３１日までの
間、伊東市特別職の職員の給与に関する条例の別表に定める額から
１００分の１０を減額することを規定する条例を制定

市長 賛成多数
で可決

市議第３５号 伊東市祝金条例の一部を
改正する条例

本市で育つ子の成長を願い、節目となる小・中学校入学時に祝金を
贈呈することにより、子育て支援の充実等を図るため、入学祝金５万
円の新設に係る規定の整備及び誕生祝金の受給要件を改める等の条
例改正

市長 全会一致
で可決

市議第３６号 伊東市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例

全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部
を改正する法律の公布に伴い、未就学児の国民健康保険基礎課税額
及び後期高齢者支援金等課税額の被保険者均等割について、減額割
合を定める等の条例改正

市長 全会一致
で可決

市議第３７号 伊東市消防団条例の一部
を改正する条例

消防団員の処遇等に関する検討会の基準概要に合わせ、消防団の
出動等に係る支給費目を費用弁償から報酬に改めるとともに、機関員
の廃止や出動報酬加算額の拡充を定める等の条例改正

市長 全会一致
で可決

市議第３８号 和解について 本市が提訴された著作者人格権に基づく侵害停止等請求事件につい
て、訴訟上の和解を行うに当たり、議会の議決を求めるもの 市長 全会一致

で可決
市議第３９号 市道の路線認定について 市道と認定している道路には、県道や市道同士の区域の重複及び道

路台帳との形状が相違している区間があることから、道路台帳のデジ
タル化を契機に不必要な重複区間の解消等を行うことにより、適切な
道路の維持管理等を図るため、一括認定及び一括廃止を行うもの

市長 賛成多数
で可決

市議第４０号 市道の路線廃止について 市長 賛成多数
で可決

市議第４１号 令和３年度伊東市一般会
計補正予算（第８号）

各種事業の執行経費の整理、新型コロナウイルス感染症関連の支援
事業、令和４年度当初にかけての経済対策事業や小学校３校統合に
向けて実施する東小学校の校舎改修等に係る経費の追加を主な内容
として、５億６，０３７万５，０００円の追加

市長 全会一致
で可決

市議第４２号 令和３年度伊東市競輪事
業特別会計補正予算（第３
号）

車券の売上げが好調に推移し、見込みを上回ることから、歳入におい
て車券売上金を増額し、歳出において、車券売上金の増額に見合う
勝者投票払戻金や競輪施設改善基金への積立金を追加し、２０億円
の増額

市長 全会一致
で可決

市議第４３号 令和３年度伊東市国民健
康保険事業特別会計補正
予算（第２号）

一般被保険者療養給付費等の増額、各種事務経費等の整理を主な
内容として１億４，９２９万９，０００円の増額 市長 全会一致

で可決

市議第４４号 令和３年度伊東市後期高
齢者医療特別会計補正予
算（第２号）

広域連合に納付する後期高齢者医療保険料負担金や保険基盤安定
負担金を増額するとともに、各種事務経費等の整理を行い、１，
９３１万３，０００円の増額

市長 全会一致
で可決

市議第４５号 令和３年度伊東市下水道
事業会計補正予算（第２
号）

収益的収支については、他会計補助金の資本的収入との調整による
減額及び企業債利息の減額、資本的収支については、交付金事業
の前倒しに伴う国庫補助金の増額、事業の前倒しによる施設の改築
等に係る委託料及び工事請負費の増額を主な内容として計上

市長 全会一致
で可決

市議第４６号 令和３年度伊東市水道事
業会計補正予算（第１号）

収益的収支については、新型コロナウイルス感染症の影響による給水
収益の減額、資本的収支については、計画の見直しによる委託料及
び工事請負費の減額を主な内容として計上

市長 全会一致
で可決

令和４年３月定例会
令和４年度一般会計予算を全会一致で可決
特別会計６件、企業会計３件についても可決

３月定例会を２月２１日から３月２２日までの３０日間の会期で開会しました

討論
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市 議 会 だ よ り

議案番号 件　　名 概　　要 提出者 審議結果
市議第４７号

～

市議第５６号

令和４年度伊東市一般会
計予算、特別会計予算６件、
企業会計予算３件

各会計の概要は４ページの表をご参照ください。

市長
４ページ
をご覧
ください

市議第５７号 伊東市新型コロナウイル
ス感染症に感染した被保
険者等に対する傷病手当
金の支給に関する条例の
一部を改正する条例

新型コロナウイルス感染症に感染した（感染が疑われる場合を含む。）
国民健康保険加入の被用者に対して支給する傷病手当金について、
国の財政支援措置に合わせて適用期間を延長するもの 市長 全会一致

で可決

市議第５８号 伊東市一般職の職員の給
与に関する条例及び伊東市
会計年度任用職員の給与
及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例

令和３年人事院勧告において、民間の支給割合との均衡を図るため
期末手当の引下げが勧告されたことに伴う措置を講じるもの

市長 賛成多数
で可決

市議第５９号 市民運動場人工芝生化工
事請負契約の一部変更に
ついて

駐車場の舗装に大きな亀裂が確認されたことにより、復旧させる必要
が生じたため、契約金額を変更するもの 市長 賛成多数

で可決

市 選 第４号 固定資産評価審査委員会
委員選任の同意について

松屋永久氏（川奈）　再任
市長

全会一致
で選任に
同意

市 諮 第４号 人権擁護委員候補者の推
薦について

富永博道氏（川奈）　再任
市長

全会一致
で推薦に
同意

市 諮 第５号 人権擁護委員候補者の推
薦について

日吉光余氏（富戸）　新任
市長

全会一致
で推薦に
同意

発 議 第９号 ロシア連邦によるウクライ
ナ侵攻に断固抗議する決議

決議文は１２ページをご覧ください 議員
７名※

全会一致
で可決

発議第１０号 地方創生と感染症対策に
資するデジタル化の推進
を求める意見書

内閣総理大臣、地方創生担当大臣、デジタル大臣、新型コロナ対策・
健康危機管理担当大臣、デジタル田園都市国家構想担当大臣、衆
議院議長及び参議院議長に提出

議員
７名※

全会一致
で可決

請 願 第１号 日本政府に核兵器禁止条
約への参加・署名・批准
を求める意見書提出を求
める請願

委員会不採択理由：核兵器廃絶に向けては、世界で唯一の被爆国で
あるからこそ、現実的な協議が必要であり、現時点においては、国際
情勢及び日本政府の方針を見守るべきと考えることから不採択

不採択とすべしと
した委員会報告の
とおり賛成多数で

不採択
※各会派代表者及び会派に所属していない議員全員

本
会
議
で
行
わ
れ
た
討
論
の
概
要

※
登
壇
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
議
第
三
六
号

《
賛
成
》
日
本
共
産
党

　
国
保
税
の
算
定
に
は
所
得
割

の
ほ
か
に
医
療
分
と
後
期
高
齢

者
支
援
分
に
、
世
帯
の
人
数
で

加
算
さ
れ
る
均
等
割
が
あ
り
、

家
族
が
多
い
と
負
担
が
重
か
っ

た
が
、
今
改
定
は
未
就
学
児
の

均
等
割
を
二
分
の
一
に
減
額
す

る
も
の
で
評
価
で
き
る
。
本
来
、

労
働
年
齢
で
な
い
一
八
歳
未
満

ま
で
を
減
額
の
対
象
に
す
べ
き

で
あ
る
が
、
さ
ら
な
る
減
免
の

一
歩
と
し
て
賛
成
と
す
る
。

市
議
第
四
七
号

《
賛
成
》
正
風
ク
ラ
ブ

　
移
住
定
住
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
業
務
の
電
子
化
等
、
「
新

し
い
ス
タ
イ
ル
へ
の
挑
戦
」
に

ふ
さ
わ
し
い
施
策
が
あ
る
こ
と

や
、
難
し
い
問
題
の
予
防
伐
採

事
業
、
伊
東
駅
前
整
備
な
ど
を

確
実
に
進
め
て
い
る
こ
と
、
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、

小
学
校
統
合
の
施
設
整
備
や
五

万
円
の
入
学
祝
金
等
、
高
齢
者
、

子
育
て
世
代
の
こ
と
も
考
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

《
賛
成
》
日
本
共
産
党

　
本
市
に
お
け
る
令
和
三
年
度

の
転
入
超
過
数
は
県
下
ト
ッ
プ

で
あ
り
、
新
年
度
予
算
で
は
移

住
・
定
住
の
た
め
の
新
規
事
業

が
よ
り
拡
充
さ
れ
た
こ
と
、
小

学
校
三
校
の
統
合
に
向
け
学
童

保
育
の
施
設
が
建
設
さ
れ
る
こ

と
、
公
立
の
会
計
年
度
任
用
職

員
の
保
育
従
事
者
に
対
し
て
処

遇
改
善
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
積

極
的
な
予
算
を
評
価
し
、
賛
成

と
す
る
。

《
賛
成
》
公
明
党

　

昨
年
に
続
き
経
営
方
針
を

「
新
し
い
伊
東
へ
の
挑
戦
～
み

ん
な
で
創
る
新
た
な
未
来
～
」

と
し
、
こ
れ
を
拡
充
す
べ
く
、

事
業
の
選
択
と
集
中
、
洗
練
と

創
設
を
施
し
た
予
算
案
で
あ
る

こ
と
を
受
け
止
め
た
。
小
野
市

長
に
は
、
引
き
続
き
「
有
言
実

行
！
み
ん
な
と
と
も
に
」
の
基

本
理
念
を
貫
い
て
い
た
だ
き
、

「
誰
も
が
夢
を
形
に
で
き
る
未

来
を
拓
い
て
」
い
く
こ
と
を
期

待
す
る
。

市
議
第
三
六
号

市
議
第
四
七
号

令
和
四
年
度　
伊
東
市
一
般
会
計
予
算

会派構成は11ページをご覧ください

討論

討論

討論
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市 議 会 だ よ り

市
議
第
三
六
号

《
採
択
に
賛
成
》
日
本
共
産
党

　
原
爆
に
よ
る
後
遺
症
で
今
な

お
被
爆
者
は
苦
し
ん
で
い
る
。

被
爆
者
の
確
か
な
願
い
は
、
全

て
の
核
兵
器
を
地
球
上
か
ら
な

く
す
こ
と
で
あ
り
、
請
願
者
の

願
い
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
ロ

シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
で
核
兵
器
使
用
が
危
惧
さ
れ

る
情
勢
に
鑑
み
、
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
で
あ
る
日
本
に
は
核
兵

器
廃
絶
の
先
頭
に
立
っ
て
ほ
し

い
と
考
え
採
択
に
賛
成
す
る
。

《
賛
成
》
無
党
派　
颯

　
ス
カ
イ
ポ
ー
ト
亀
石
解
体
事

業
の
起
債
は
、
将
来
の
納
税
者

と
の
負
担
公
平
性
を
考
え
る
べ

き
こ
と
や
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進

は
デ
ジ
タ
ル
技
術
人
材
育
成
の

併
用
も
必
要
。
移
住
定
住
促
進

事
業
で
は
サ
ポ
ー
ト
体
制
強
化

や
教
育
、
福
祉
、
観
光
商
工
と

の
一
体
性
も
図
り
つ
つ
各
項
目

に
お
い
て
、
地
政
学
リ
ス
ク
に

鑑
み
新
年
度
予
算
が
有
効
に
使

わ
れ
る
こ
と
を
願
い
賛
成
。

市
議
第
五
八
号

《
反
対
》
日
本
共
産
党

　
人
事
院
に
よ
る
期
末
手
当
引

下
げ
の
勧
告
は
令
和
二
年
、
三

年
と
二
年
続
け
て
の
実
施
で
あ

る
。
令
和
三
年
一
二
月
の
引
下

げ
が
経
済
的
影
響
等
を
懸
念
し

て
持
ち
越
さ
れ
た
た
め
、
令
和

四
年
六
月
の
引
下
げ
幅
は
膨
大

で
一
四
万
円
を
超
え
る
職
員
も

あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
職
員
の
仕

事
が
激
増
し
て
い
る
こ
と
が
全

く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
人
勧
実

施
に
は
強
く
反
対
す
る
。

■
三
月
二
三
日　

会
派
名
変
更

（
新
）
自
民
・
維
新
の
会

（
旧
）
自
民
・
伊
東
新
時
代
。

※
会
派
名
の
変
更
は
三
月
定
例

会
後
に
行
わ
れ
た
た
め
、
大

綱
質
疑
に
掲
載
の
会
派
名
は
、

変
更
前
の
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

請
願
第
一
号

予算大綱質疑
６会派が質疑しました

～市長施政方針及び各会計予算案について～
（文面の掲載量は各会派の人数に応じており、登壇順に掲載しています。会派構成は11ページをご覧ください。）

※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、演壇にはアクリル板を設置してあります。

録画配信はこちら

令和４年度　市長経営方針

主
な
新
規
事
業

新しい伊東スタイルへの挑戦
～みんなで創る新たな未来～

■令和４年度　各会計予算
◎全会一致で可決、○賛成多数で可決

区分
会計別 当初予算額 前年度 

対比
審議 
結果

一　 般　 会　 計 271億5,000万円 99.6% ◎

特
別
会
計

競 輪 事 業 238億円 138.9% ◎

国民健康保険事業 87億8,200万円 100.9% ◎

土 地 取 得 5,700万円 219.2% ◎

霊 園 事 業 5,510万円 134.4% ◎

介 護 保 険 事 業 88億4,000万円 104.9% ◎

後期高齢者医療 23億4,100万円 107.5% ○

病 院 事 業 会 計 5億5,117万円 100.5% ◎

下 水 道 事 業 会 計 30億4,446万円 104.2% ◎

水 道 事 業 会 計 27億3,035万円 100.6% ◎

合 計 773億5,108万円 110.6% ―

※病院事業会計、下水道事業会計及び水道事業会計については、
　収益的支出と資本的支出の合計額

ウィズコロナ・アフターコロナを見据え、
国際観光温泉文化都市としての発展と、

安全・安心な市民生活を両立させていくための
各種施策に取り組んでいく

○ＳＤＧｓ推進事業
○ＤＸ推進事業
○スカイポート亀石解体事業
○成年後見支援センター運営事業
○結婚支援事業
○伊東市祝金（入学祝金）贈呈事業
○観光消費動向等調査事業
○新井二丁目地内治山事業
○予防伐採事業
○放課後児童クラブ施設整備事業
○富戸の魚見小屋改修事業
○市民体育センター屋根改修事業
○天城霊園合葬式墓地建設事業
○再生可能エネルギー実施設計事業　　　　　　　ほか

市
議
第
五
八
号

本
会
議
で
行
わ
れ
た
討
論
の
概
要

※
登
壇
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議
会
内
の
異
動
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市
長

災
害
時
の
倒
木
に
よ
る
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
支
障
木
を

伐
採
す
る
事
業
で
あ
る

　
予
防
伐
採
事
業
は
、
災
害
時

の
倒
木
等
に
よ
る
大
規
模
な
停

電
や
道
路
封
鎖
等
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
ま
た
、
災
害
か
ら
の

早
期
復
旧
を
図
る
た
め
、
市
道

沿
線
な
ど
の
配
電
施
設
周
辺
に

繁
茂
す
る
支
障
木
を
伐
採
す
る

事
業
で
あ
る
。

　
ま
た
、
令
和
四
年
度
に
実
施

す
る
伐
採
箇
所
と
し
て
は
、
市

道
八
幡
野
・
草
崎
線
の
第
二
赤

沢
橋
か
ら
あ
か
ざ
わ
恒
陽
台
別

荘
地
入
口
ま
で
の
約
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
箇
所
を
予
定

し
て
お
り
、
支
障
木
の
伐
採
範

囲
等
に
つ
い
て
は
、
建
築
限
界

や
架
線
の
影
響
等
を
考
慮
す
る

中
で
、
電
気
事
業
者
と
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
当
該
事
業
に
つ
い
て
は
、
静

岡
県
の
「
地
震
・
津
波
対
策
等

減
災
交
付
金
」
を
活
用
す
る
こ

と
で
経
費
節
減
を
目
指
し
つ
つ
、

電
気
事
業
者
と
役
割
分
担
等
に

つ
い
て
協
議
し
、
連
携
し
な
が

ら
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

作
業
効
率
の
向
上
や
、
双
方
の

費
用
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い

く
。市

長
老
朽
化
し
た
海
抜
表
示
看
板
の

交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
災
害

種
別
ご
と
の
適
切
な
避
難
場
所

を
示
し
た
新
し
い
案
内
看
板
を

設
置
す
る
事
業
で
あ
る

　
本
事
業
は
、
平
成
二
三
年
度

に
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
内
を

中
心
に
東
京
電
力
の
電
柱
に
設

置
さ
れ
た
二
二
五
か
所
の
海
抜

表
示
看
板
に
つ
い
て
、
設
置
か

ら
一
〇
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
交
換
を
行

う
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
二
三
年
度
に
設
置
さ
れ

た
現
看
板
に
は
、
最
寄
り
の
広

域
避
難
場
所
の
方
向
が
表
記
さ

れ
て
お
り
、
津
波
か
ら
避
難
す

る
際
に
、
現
看
板
を
参
考
に
す

る
と
、
高
台
で
は
な
い
広
域
避

難
場
所
へ
誘
導
し
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
四

年
度
に
交
換
す
る
予
定
の
海
抜

表
示
看
板
に
は
広
域
避
難
場
所

の
方
向
は
表
記
せ
ず
、
新
た
に
、

別
の
電
柱
に
、
災
害
種
別
を
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
で
表
記
し
た
避
難

案
内
看
板
を
設
置
す
る
こ
と
と

し
、
市
民
等
が
災
害
種
別
に
合

わ
せ
、
適
切
に
避
難
が
で
き
る

よ
う
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
四
一
項
目

市
長

伊
東
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
、

富
戸
の
魚
見
小
屋
改
修
事
業
、

予
防
伐
採
事
業
な
ど
の
七
三
事

業
に
反
映
さ
せ
、
適
切
に
事
業

を
執
行
す
る

　
令
和
四
年
度
の
予
算
編
成
に

係
る
要
望
に
つ
い
て
、
各
政

党
・
会
派
等
の
八
団
体
か
ら
提

出
さ
れ
た
一
九
〇
件
の
政
策
要

望
の
う
ち
の
四
六
件
、
一
五
地

区
で
開
催
し
た
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ

た
一
五
五
件
の
地
域
か
ら
の
市

民
要
望
の
う
ち
、
二
七
件
を
反

映
さ
せ
た
。

　
新
年
度
予
算
で
要
望
を
反
映

さ
せ
た
具
体
的
な
事
業
に
つ
い

て
は
、
新
規
事
業
と
し
て
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業
、
予
防
伐
採

事
業
、
富
戸
の
魚
見
小
屋
改
修

事
業
等
で
あ
り
、
昨
年
度
と
比

較
し
拡
充
さ
せ
た
事
業
と
し
て
、

伊
東
駅
周
辺
地
区
整
備
事
業
、

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
事

業
等
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
議
会
答
弁
及
び
決
算

認
定
に
係
る
審
議
内
容
を
踏
ま

え
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
課

に
対
し
、
留
意
し
て
予
算
要
求

す
る
よ
う
指
示
し
た
こ
と
か
ら
、

具
体
的
な
事
業
数
等
を
答
え
る

こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、
基
本

的
に
は
、
既
存
の
継
続
事
業
全

般
が
該
当
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
各
事
業
の
予
算
執
行
に

当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
審

議
内
容
や
市
民
の
皆
様
か
ら
の

意
見
等
を
踏
ま
え
、
適
切
に
執

行
す
る
よ
う
指
示
す
る
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
一
八
項
目

市
長

未
使
用
施
設
と
な
り
、
長
期
間

の
放
置
は
防
犯
上
や
景
観
上
問

題
が
あ
る
た
め
、
財
源
が
確
保

で
き
る
令
和
四
年
度
に
解
体
を

実
施
す
る

　
平
成
一
八
年
に
静
岡
県
道
路

公
社
か
ら
無
償
譲
渡
に
よ
り
取

得
し
た
ス
カ
イ
ポ
ー
ト
亀
石
は
、

予
防
伐
採
事
業
の
内
容
に
つ
い

て
伺
う

正風クラブ
（青

あお
木
き
敬
よしひろ
博議員）

各
政
党
・
会
派
等
か
ら
の
政
策

要
望
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど
で
出
た
地
域
か
ら
の
市
民

要
望
、
議
会
答
弁
及
び
決
算
認

定
に
係
る
審
議
内
容
を
反
映
さ

せ
た
事
業
に
つ
い
て
伺
う

清和会
（杉
すぎもと
本憲
かず
也
や
議員）

ス
カ
イ
ポ
ー
ト
亀
石
解
体
工
事

の
内
容
及
び
実
施
計
画
を
伺
う

自民・伊東新時代。
（中

なかじまひろみち
島弘道議員）

津
波
避
難
案
内
看
板
整
備
事
業

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
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施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
、
利

用
者
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
、
平
成
三
〇
年
に
レ
ス
ト

ラ
ン
を
閉
鎖
、
そ
の
後
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
令
和
三

年
三
月
で
土
産
物
販
売
も
終
了

し
、
施
設
閉
鎖
に
至
っ
て
い
る
。

　
長
期
間
施
設
を
閉
鎖
し
た
ま

ま
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
、
防

犯
上
望
ま
し
く
な
く
、
亀
石
峠

の
頂
上
と
い
う
自
然
の
中
に
あ

り
、
眺
望
を
阻
害
す
る
等
の
景

観
上
の
問
題
も
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
施
設
を
解
体
す
る
に
当
た

り
、
新
た
に
ト
イ
レ
を
建
設
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
令
和
四
年

度
に
、
道
路
公
社
に
お
い
て
そ

の
た
め
の
予
算
が
確
保
で
き
た

こ
と
、
さ
ら
に
は
、
事
業
費
の

財
源
と
な
る
公
共
施
設
等
適
正

管
理
推
進
事
業
債
の
制
度
が
期

限
を
迎
え
る
と
思
わ
れ
た
た
め
、

令
和
四
年
度
予
算
に
解
体
経
費

を
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
実
施
計
画
を
含
め
た
工
事
内

容
と
し
て
は
、
年
度
前
半
に
施

設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
を

実
施
し
、
ト
イ
レ
の
使
用
に
支

障
を
来
さ
な
い
よ
う
、
道
路
公

社
に
よ
る
新
ト
イ
レ
の
設
置
が

完
了
し
た
後
、
年
度
後
半
に
ト

イ
レ
棟
を
含
む
建
物
全
体
の
解

体
及
び
浄
化
槽
や
電
気
設
備
等

を
含
む
地
下
の
設
備
の
撤
去
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
一
八
項
目

市
長

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
、
国
際
観
光
温

泉
文
化
都
市
と
し
て
の
発
展
と

安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
を
両

立
さ
せ
る
た
め
の
取
組
を
行
う

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
市
民
生
活
や
市
内
経

済
へ
の
影
響
が
大
き
く
、
依
然

と
し
て
収
束
の
兆
し
が
見
え
な

い
こ
と
か
ら
、
新
し
い
伊
東
ス

タ
イ
ル
を
意
識
し
、
事
業
の
見

直
し
、
実
施
等
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
、
市
長
経
営

方
針
を
決
め
た
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
国
際
観
光

温
泉
文
化
都
市
と
し
て
の
発
展

と
安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
を

両
立
さ
せ
て
い
く
た
め
の
施
策

と
し
て
、
お
試
し
移
住
支
援
事

業
や
移
住
定
住
促
進
空
き
家
改

修
支
援
事
業
を
新
設
し
、
移
住

定
住
を
さ
ら
に
促
進
す
る
ほ
か
、

結
婚
支
援
事
業
や
入
学
祝
金
贈

呈
事
業
を
実
施
し
、
結
婚
か
ら

出
産
・
子
育
て
に
対
す
る
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
福
祉
施
設
へ
入
所
す

る
方
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
の

助
成
や
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
補
助
に
よ
り
、
安
全
・
安
心

な
市
民
生
活
の
実
現
に
努
め
て

い
く
。

　
さ
ら
に
、
伊
東
駅
周
辺
地
区

の
活
性
化
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出

に
向
け
、
駅
前
広
場
の
測
量
・

概
略
設
計
に
取
り
組
む
ほ
か
、

「
夢
と
未
来
を
育
む
図
書
館
」

の
実
現
に
向
け
、
新
図
書
館
建

設
の
実
施
設
計
を
進
め
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』
一
八
項
目

市
長

観
光
施
策
と
し
て
、
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
創
出
や
デ
ジ
タ
ル
媒
体

を
活
用
し
た
魅
力
発
信
を
行
う

　
地
域
活
性
化
事
業
は
、
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
伊
東

温
泉
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

る
事
業
で
あ
る
。
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
は
、
デ

ジ
タ
ル
媒
体
を
活
用
し
て
本
市

の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

ロ
ケ
誘
致
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
等
を
実
施
し
、
本
市
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て

い
く
事
業
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
に
応
じ
た
あ
ら
ゆ
る
工

夫
を
尽
く
す
中
で
、
最
大
限
の

効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
事
業
を

展
開
し
て
い
き
た
い
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』　
三
項
目

市
長

将
来
的
な
人
口
の
確
保
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
移
住
定

住
の
取
組
に
注
力
す
る

　
移
住
定
住
の
増
大
に
向
け
た

総
合
的
な
施
策
の
推
進
等
に
加

え
、
本
市
と
つ
な
が
り
を
持
つ

機
会
の
創
出
等
に
よ
る
関
係
人

口
の
増
大
に
向
け
た
施
策
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
〇
六

〇
年
に
三
万
六
六
〇
〇
人
の
人

口
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。

　
お
試
し
移
住
支
援
補
助
事
業
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
誘
致
事
業
等

を
新
た
に
実
施
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
移
住
定
住
の
取
組
に
注

力
す
る
。

『
そ
の
他
の
質
疑
』　
七
項
目

市
長
経
営
方
針
は
、
昨
年
度
に

続
き
、「
新
し
い
伊
東
ス
タ
イ

ル
へ
の
挑
戦
～
み
ん
な
で
創
る

新
た
な
未
来
～
」
で
あ
る
が
、

新
年
度
予
算
案
に
お
い
て
、
中

核
と
な
る
取
組
を
伺
う

公明党
（長
ながさわまさし
沢正議員）

地
域
活
性
化
事
業
及
び
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
の

内
容
及
び
見
通
し
を
伺
う

無党派　颯
（田

た く ぼ ま き
久保眞紀議員）

移
住
定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て
、

昨
年
度
と
比
較
し
て
予
算
を
増

額
し
、
新
規
事
業
を
充
実
さ
せ

た
が
、
そ
の
意
図
を
伺
う

日本共産党
（重

しげおか
岡秀

ひで
子
こ
議員）
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立
地
適
正
化
計
画
に
関
し
、

既
に
運
用
を
開
始
し
て
い
る
他

市
町
に
お
い
て
は
、
子
育
て
支

援
施
設
を
誘
導
施
設
か
ら
除
外

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、

本
市
の
計
画
素
案
で
は
、
小
・

中
学
校
を
誘
導
施
設
か
ら
除
外

す
る
一
方
、
保
育
所
等
を
誘
導

施
設
に
設
定
し
て
い
る
理
由
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長

子
育
て
世
代
が
居
住
地
を
決
め

る
要
素
と
な
る
保
育
所
等
は
誘

導
施
設
と
し
た
が
、
小
・
中
学

校
は
統
合
が
計
画
さ
れ
て
い
る

た
め
、
誘
導
施
設
と
す
る
こ
と

が
難
し
い
状
況
で
あ
っ
た

　
立
地
適
正
化
計
画
は
、
お
お

む
ね
二
〇
年
後
の
都
市
像
を
展

望
し
、
一
定
の
人
口
密
度
の
維

持
及
び
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
等

の
計
画
的
な
配
置
の
た
め
に
、

居
住
や
都
市
機
能
を
誘
導
す
る

区
域
・
施
設
等
を
定
め
る
も
の

で
、
令
和
五
年
三
月
末
の
策

定
・
公
表
を
目
指
し
て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
が
居
住
地
を
決

め
る
要
素
と
な
る
保
育
所
等
を

誘
導
施
設
と
設
定
す
る
こ
と
に

よ
り
、
定
住
が
促
進
さ
れ
居
住

誘
導
区
域
内
の
人
口
密
度
が
維

持
さ
れ
、
医
療
、
子
育
て
支
援

等
の
都
市
機
能
が
集
約
す
る
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
は
少
子

化
の
影
響
に
よ
り
統
合
が
計
画

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
誘
導

施
設
と
定
め
る
こ
と
が
難
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』　
七
項
目

　
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
際
、

家
族
内
に
障
が
い
の
あ
る
方
が

い
た
場
合
、
「
避
難
所
に
迷
惑

が
か
か
る
、
き
っ
と
受
け
入
れ

て
も
ら
え
な
い
」
等
の
理
由
か

ら
避
難
を
諦
め
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
あ
る
。

　
一
方
で
、
福
祉
避
難
所
と
い

う
も
の
が
伊
東
市
総
合
防
災
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
方
は
ほ

と
ん
ど
お
ら
ず
、
そ
し
て
、
こ

れ
ま
で
開
設
さ
れ
た
こ
と
も
な

い
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
機
能

す
る
の
か
疑
問
に
思
う
こ
と
か

ら
、
現
状
及
び
課
題
を
伺
う
。

市
長

七
施
設
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、

運
営
体
制
等
に
つ
い
て
関
係
機

関
と
連
携
し
取
組
を
進
め
て
い

く

　
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳
幼
児
、

そ
の
他
特
に
配
慮
を
要
す
る
方

の
避
難
所
と
し
て
、
本
市
で
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
が

い
者
入
所
施
設
な
ど
の
七
施
設

を
指
定
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
災
害
発
生
時
の
施

設
の
受
入
れ
態
勢
や
人
員
確
保

の
問
題
、
さ
ら
に
は
、
大
規
模

災
害
発
生
時
に
は
現
在
の
福
祉

避
難
所
で
は
受
入
れ
が
不
十
分

と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
国
県

や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
、

災
害
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
必

要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
昨
年
五
月
に
改
定

さ
れ
た
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

参
考
に
、
関
係
機
関
と
連
携
す

る
中
で
、
福
祉
避
難
所
の
確

保
・
運
営
に
つ
い
て
取
組
を
進

め
て
い
く
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
一
〇
項
目

一 般 質 問
１１議員が登壇し、市政全般について質問しました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （登壇順に掲載しています）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、演壇にはアクリル板を設置してあります。

録画配信はこちら

伊
東
市
立
地
適
正
化
計
画
に
つ

い
て
、
小
・
中
学
校
を
誘
導
施

設
か
ら
除
外
す
る
一
方
で
、
保

育
所
等
を
誘
導
施
設
に
設
定
し

て
い
る
理
由
を
伺
う

佐
さとうしゅう
藤周議員

（正風クラブ）

福
祉
避
難
所
の
開
設
に
つ
い
て

現
状
及
び
課
題
を
伺
う

篠
しのはら
原峰

みね
子
こ
議員

（公明党）

保育所等は子育て世代の
居住地選びの一つの
要素となる

伊
東
市
総
合
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、

福
祉
避
難
所
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
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駅
前
広
場
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
伊
東
駅
前
広
場
整
備
検
討

委
員
会
に
て
、
令
和
六
年
度
の

着
手
を
目
標
に
協
議
を
重
ね
、

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

新
聞
報
道
に
よ
る
情
報
し
か
得

ら
れ
ず
、
具
体
的
な
内
容
が
全

く
分
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
駅
は
ま
ち
の
玄
関
口
で
あ
り
、

市
民
に
し
っ
か
り
と
情
報
が
行

き
渡
る
こ
と
、
ま
た
、
活
用
し

や
す
い
整
備
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
現
状
の
課
題

及
び
課
題
解
消
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

通
勤
・
通
学
時
の
渋
滞
が
課
題

で
あ
り
、
今
後
の
駅
前
広
場
の

整
備
の
中
で
通
行
の
円
滑
化
を

目
指
し
て
い
る

　
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
課
題
と

し
て
は
、
通
勤
・
通
学
の
時
間

帯
に
お
け
る
渋
滞
の
発
生
、
ま

た
、
運
転
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
や

車
両
の
接
触
事
故
な
ど
が
考
え

ら
れ
、
課
題
解
消
に
向
け
た
取

組
と
し
て
、
現
状
で
は
広
報
い

と
う
等
を
通
じ
て
、
送
迎
に
伊

東
駅
を
利
用
さ
れ
る
方
へ
、
市

営
伊
東
駅
前
駐
車
場
の
利
用
を

周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
の
駅
前
広
場
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会
で
の

整
備
の
基
本
方
針
と
し
て
、
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
、
一
般
車
な
ど

の
自
動
車
の
通
行
等
を
円
滑
に

処
理
し
、
歩
行
者
が
安
全
に
乗

り
継
ぎ
で
き
る
交
通
結
節
点
広

場
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』　
五
項
目

　
公
営
競
技
は
、
売
上
げ
の
一

部
を
地
域
に
還
元
す
る
な
ど
、

社
会
貢
献
が
最
大
の
役
割
で
あ

る
。
平
成
一
二
年
か
ら
二
五
年

ま
で
止
ま
っ
て
い
た
、
一
般
会

計
へ
の
繰
り
出
し
も
近
年
順
調

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
車
券
売
上

げ
が
好
調
と
な
っ
て
い
る
要
因
、

一
般
会
計
へ
の
繰
入
れ
状
況
及

び
施
設
の
改
善
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
車
券

売
上
げ
が
好
調
と
な
り
、
令
和

三
年
度
は
二
億
五
〇
〇
〇
万
円

を
一
般
会
計
に
繰
り
出
す
予
定

で
あ
り
、
ま
た
、
Ｇ
Ⅰ
競
輪
開

催
の
誘
致
に
向
け
施
設
改
善
を

計
画
し
て
い
る

　
コ
ロ
ナ
禍
の
巣
籠
も
り
需
要

の
影
響
か
ら
、
民
間
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
中
心
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
売
上
げ
が
好
調
と
な
っ

て
お
り
、
競
輪
界
全
体
の
売
上

増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
以
前
は
不
採
算
レ
ー

ス
で
あ
っ
た
、
Ｆ
Ⅱ
競
輪
の
開

催
を
ナ
イ
タ
ー
及
び
ミ
ッ
ド
ナ

イ
ト
競
輪
に
切
り
替
え
た
こ
と

に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
を
中
心
に
、
車
券
売
上
げ
が

伸
び
、
令
和
三
年
度
は
一
般
会

計
に
二
億
五
○
○
○
万
円
の
繰

り
出
し
を
予
定
し
て
い
る
。

　
施
設
改
善
に
つ
い
て
は
、
Ｇ

Ⅰ
競
輪
の
開
催
誘
致
に
向
け
、

特
別
観
覧
席
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
工
事
及
び
ミ
カ
リ
ン
広
場
の

改
修
等
を
計
画
し
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』　
四
項
目

　
城
ヶ
崎
海
岸
に
は
、
全
長
約

九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る

「
ピ
ク
ニ
カ
ル
コ
ー
ス
」
及
び

「
自
然
研
究
路
」
が
あ
り
、
ど

ち
ら
の
散
策
コ
ー
ス
も
リ
ア
ス

式
海
岸
の
断
崖
に
沿
っ
た
道
で

素
晴
ら
し
い
絶
景
が
続
く
。

　
観
光
地
と
し
て
、
ま
た
、
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
人
気
の

ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
城
ヶ
崎
海
岸

の
現
状
の
活
用
方
法
を
伺
う
と

と
も
に
、
散
策
コ
ー
ス
に
は
、

道
の
傷
み
や
倒
木
、
雑
草
の
茂

み
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
整
備
計
画
を
伺
う
。

市
長

映
像
作
品
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も

活
用
さ
れ
、
現
在
、
整
備
工
事

の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
現
状
の
課

題
及
び
課
題
解
消
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
伺
う

鈴
すず
木
き
絢
あや
子
こ
議員

（正風クラブ）

競
輪
事
業
に
つ
い
て
、
車
券
売

上
げ
の
好
調
の
要
因
、
一
般
会

計
へ
の
繰
り
出
し
状
況
及
び
競

輪
場
の
施
設
改
善
計
画
に
つ
い

て
伺
う

鳥
とり
居
い
康
やす
子
こ
議員

（公明党）

城
ヶ
崎
海
岸
の
現
状
の
活
用
方

法
及
び
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺

う

仲
なか
田
だ
佳
よしまさ
正議員

（正風クラブ）

令和６年度の整備着手に
向け協議が重ねられている

伊
東
温
泉
け
い
り
ん
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ミ
カ
リ
ン
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現
状
の
活
用
方
法
と
し
て
は
、

積
極
的
に
進
め
て
い
る
ロ
ケ
の

誘
致
等
に
よ
り
、
城
ヶ
崎
海
岸

一
帯
が
多
く
の
映
像
作
品
の
ロ

ケ
地
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
多

く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
多
方
面
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
整
備
状
況
と
し
て
は
、
危
険

箇
所
へ
の
転
落
防
止
柵
の
設
置
、

ベ
ン
チ
や
あ
ず
ま
や
な
ど
の
整

備
に
加
え
、
日
常
的
に
点
検
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
草
刈
り

や
倒
木
処
理
を
実
施
す
る
な
ど
、

環
境
整
備
に
努
め
て
い
る
が
、

ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
舗
装
の
経
年
劣

化
に
よ
る
傷
み
、
転
落
防
止
柵

の
破
損
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
体
的
な
整
備
工
事
の
実
施
に

つ
い
て
、
現
在
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』　
三
項
目

　
令
和
元
年
度
か
ら
三
年
度
に

か
け
て
実
施
し
た
都
市
計
画
道

路
再
検
証
調
査
は
、
市
民
の
利

便
性
向
上
及
び
土
地
の
合
理
的

利
用
の
た
め
決
定
し
た
都
市
計

画
道
路
に
つ
い
て
、
人
口
減
少

等
の
社
会
情
勢
の
変
化
等
、
計

画
見
直
し
の
必
要
性
が
生
じ
た

こ
と
に
よ
り
実
施
し
た
と
考
え

る
が
、
調
査
の
概
要
及
び
結
果

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

都
市
計
画
道
路
と
し
て
計
画
し

た
が
、
改
良
工
事
未
着
手
と
な

っ
て
い
る
路
線
の
必
要
性
を
検

証
し
、
四
路
線
を
全
区
間
ま
た

は
一
部
廃
止
と
し
た

　
本
市
に
お
け
る
都
市
計
画
道

路
の
う
ち
、
約
一
〇
・
七
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
が
改
良
工
事
未
着
手

と
な
っ
て
お
り
、
社
会
情
勢
及

び
交
通
需
要
等
の
変
化
を
勘
案

し
、
関
係
各
課
及
び
有
識
者
に

よ
る
見
直
し
に
向
け
た
検
討
委

員
会
を
設
置
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
必
要
性
再
検

証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
整

備
状
況
等
を
踏
ま
え
、
見
直
し

対
象
区
間
を
選
定
し
必
要
性
等

の
検
証
を
行
い
、
宇
佐
美
駅
前

通
線
の
全
区
間
廃
止
、
宇
佐
美

八
幡
中
里
線
、
芹
田
大
原
線
及

び
伊
東
駅
伊
東
港
線
の
三
路
線

を
一
部
区
間
廃
止
と
す
る
等
の

方
針
を
決
定
し
た
。

　
今
後
は
、
廃
止
予
定
の
路
線

の
う
ち
、
供
用
さ
れ
て
い
る
路

線
に
つ
い
て
、
歩
行
者
の
安
全

対
策
等
の
整
備
を
検
討
す
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』　
一
項
目

　
令
和
三
年
一
〇
月
に
行
わ
れ

た
政
治
倫
理
審
査
会
に
お
い
て
、

市
長
は
、
知
り
合
い
の
弁
護
士

等
か
ら
の
「
伊
豆
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
パ
ー
ク
合
同
会
社
と
の
裁

判
は
圧
倒
的
に
不
利
で
あ
る
か

ら
、
損
害
賠
償
金
の
支
払
い
を

避
け
る
た
め
に
も
和
解
し
た
ほ

う
が
よ
い
と
い
う
よ
う
な
意

見
」
等
が
確
約
書
を
作
成
す
る

一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
旨

の
発
言
を
し
て
い
る
が
、
市
長

は
そ
の
よ
う
な
無
責
任
な
助
言

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の

か
伺
う
。

市
長

専
門
家
に
よ
る
熟
考
さ
れ
た
意

見
と
し
て
重
く
受
け
止
め
た

　
第
一
審
の
判
決
を
受
け
、
控

訴
審
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
予

想
さ
れ
た
た
め
、
顧
問
弁
護
士

だ
け
で
な
く
、
個
人
的
に
懇
意

に
し
て
い
る
複
数
の
弁
護
士
へ

相
談
し
た
。
な
お
、
政
治
倫
理

審
査
会
会
議
録
中
の
「
和
解
し

た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
よ
う
な

意
見
」
に
つ
い
て
は
、
市
の
対

応
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
主
張

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、

相
手
方
の
動
向
が
確
認
で
き
れ

ば
、
和
解
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
意
味
で

の
助
言
で
あ
っ
た
。

　
専
門
家
で
あ
る
先
生
方
の
意

見
は
熟
考
し
た
上
で
の
発
言
と

思
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
私
自
身

の
中
で
重
く
受
け
止
め
、
追
い

詰
め
ら
れ
た
気
持
ち
に
な
り
、

最
終
的
に
市
が
損
害
賠
償
を
受

け
な
い
よ
う
、
準
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
思
い
に
至
っ
た
。

『
そ
の
他
の
質
問
』
一
〇
項
目

令
和
元
年
度
か
ら
三
年
度
に
か

け
て
実
施
し
た
都
市
計
画
道
路

再
検
証
調
査
の
概
要
及
び
結
果

に
つ
い
て
伺
う

佐
さ
藤
とう
龍
たつひこ
彦議員

（日本共産党）

確
約
書
作
成
の
き
っ
か
け
と
も

な
っ
た
知
り
合
い
の
弁
護
士
等

の
発
言
を
市
長
は
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
た
の
か
伺
う

四
しのみやかずひこ
宮和彦議員
（清和会）

地球の神秘をかいま見れる
素晴らしい景観の城ヶ崎海岸

供用中の路線については、
歩行者の安全対策が求められる

市長が交付した確約書
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観
光
客
数
が
減
少
し
、
経
済

損
失
額
が
増
え
て
い
る
近
年
の

状
況
か
ら
、
市
内
経
済
は
非
常

に
逼
迫
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
地
域
の
食
を
楽
し
み
、
食
文

化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等

の
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
光

業
の
需
要
喚
起
策
と
し
て
、
本

市
の
食
文
化
、
歴
史
等
と
観
光

を
結
ぶ
新
た
な
旅
行
形
態
を
推

進
さ
せ
る
た
め
の
考
え
を
伺
う
。

市
長

ブ
ラ
ン
ド
研
究
会
と
情
報
共
有

を
図
り
つ
つ
、
新
た
な
観
光
形

態
の
推
進
に
つ
い
て
検
討
す
る

　
従
来
型
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
で

不
足
し
て
い
た
、
体
験
や
交
流

な
ど
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
旅
行

商
品
を
地
域
が
主
体
と
な
っ
て

造
成
す
る
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
注
目
さ
れ
て
い
る
中
、
本
市

で
は
、
伊
豆
・
い
と
う
地
魚
王

国
な
ど
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
食
に
関
す
る
取
組
も
進
め

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
南
部
地
域

を
中
心
に
芸
術
及
び
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
体
験
施
設
も
多
い
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
体
験
と
観
光

を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
の
造

成
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
推
進
し
て
い
く
基
盤
は
整
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
の
中
で
組
織
し
た
ブ
ラ

ン
ド
研
究
会
と
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
、
新
た
な
観
光
形
態

の
推
進
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』　
四
項
目

　
確
約
書
問
題
で
は
行
政
の
内

部
統
制
の
問
題
が
大
き
く
問
わ

れ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
四
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
山
林
伐
採
を

含
む
開
発
行
為
に
係
る
許
可
申

請
に
対
し
、
本
市
が
ど
の
よ
う

に
向
き
合
っ
た
の
か
を
抜
き
に

は
検
証
で
き
な
い
問
題
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
控
訴
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、

河
川
占
用
不
許
可
処
分
や
一
審

判
決
を
踏
ま
え
た
慎
重
な
論
議

が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
な
協
議
を
経
た
の
か
、
ま
た
、

そ
の
記
録
は
あ
る
の
か
伺
う
。

市
長

控
訴
申
立
て
に
関
す
る
検
討
資

料
を
作
成
し
、
市
長
ま
で
の
意

思
確
認
を
行
っ
た

　
令
和
二
年
五
月
二
二
日
に
一

審
判
決
の
言
渡
し
を
受
け
、
ま

ず
、
建
設
部
に
お
い
て
、
認
定

事
実
及
び
四
つ
の
争
点
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
裁
判
所
が
判

断
し
て
い
る
か
を
確
認
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
確
認
を
踏
ま
え
、

今
後
の
対
応
と
し
て
控
訴
を
申

し
立
て
る
と
す
る
検
討
資
料
を

令
和
二
年
五
月
二
六
日
付
で
作

成
し
、
同
資
料
を
基
に
、
市
長

ま
で
の
意
思
確
認
を
行
う
と
と

も
に
、
同
日
付
で
、
一
審
で
の

訴
訟
代
理
人
に
対
し
て
も
、
検

討
資
料
に
係
る
意
見
を
伺
い
、

こ
の
一
連
の
流
れ
を
経
て
控
訴

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
協
議
自
体
の
記

録
等
は
な
い
が
、
前
述
の
検
討

資
料
や
、
控
訴
を
委
任
す
る
こ

と
と
し
た
稟
議
決
裁
文
書
に
つ

い
て
は
保
存
し
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』　
四
項
目

　
政
治
倫
理
審
査
会
の
審
査
結

果
報
告
書
に
よ
る
と
、
「
市
長

の
使
者
と
し
て
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
的
な
役
割
だ
け
を
与
え

ら
れ
た
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
経
緯
に
つ
い
て
の
部

分
で
は
、
市
長
は
担
当
職
員
と

二
人
で
確
約
書
の
内
容
を
確
認

の
上
、
署
名
し
た
等
の
記
載
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
以
上
の
役
割
も
担
っ
て

い
た
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
（
仮
称
）
伊
豆
高
原

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
発
電
所

建
設
事
業
に
起
因
し
た
災
害
を

恐
れ
て
い
る
住
民
と
の
信
頼
関

係
を
毀
損
し
た
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
報
道
さ
れ
て
い
た
担

当
職
員
が
戒
告
の
懲
戒
処
分
と

本
市
の
特
徴
を
生
か
し
た
、
食

文
化
や
地
域
の
歴
史
等
を
体
験

で
き
る
新
た
な
旅
行
形
態
を
推

進
さ
せ
る
た
め
の
考
え
を
伺
う

浅
あさ
田
だ
良
よしひろ
弘議員

（無党派　颯）

河
川
占
用
不
許
可
処
分
に
つ
い

て
一
審
判
決
等
を
踏
ま
え
、
控

訴
決
定
に
至
っ
た
協
議
及
び
そ

の
記
録
に
関
し
伺
う

重
しげおか
岡秀

ひで
子
こ
議員

（日本共産党）

伊
豆
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
合

同
会
社
と
市
長
が
交
わ
し
た
、

確
約
書
の
受
渡
し
に
関
わ
っ
た

職
員
の
懲
戒
処
分
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う

田
た く ぼ ま き
久保眞紀議員
（無党派　颯）

伊東の地魚を使った、伊東の地魚を使った、
名物ローカルフード「うずわめし」名物ローカルフード「うずわめし」

河川占用許可申請箇所付近
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６月定例会の予定

6月14日（火）
開会

※日程等は、６月上旬の議会運営委員会において
正式に決定します。
　詳細は市議会ホームページにてご確認ください。

な
っ
た
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

伊
東
市
一
般
職
懲
戒
審
査
委
員

会
に
諮
問
し
た
と
こ
ろ
、
戒
告

処
分
が
相
当
で
あ
る
と
の
答
申

が
あ
っ
た

　
確
約
書
に
関
し
、
伊
東
市
議

会
全
員
協
議
会
で
の
質
疑
及
び

伊
東
市
政
治
倫
理
審
査
会
等
か

ら
の
報
告
書
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
伊
東
市
一
般
職
懲
戒
審
査

委
員
会
に
対
し
、
関
与
し
た
職

員
の
処
分
に
つ
い
て
諮
問
し
た
。

　
同
審
査
委
員
会
か
ら
は
、
伊

東
市
役
所
文
書
取
扱
規
程
に
違

反
し
て
お
り
、
地
方
公
務
員
法

第
三
三
条
及
び
同
法
第
二
九
条

第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
こ

と
か
ら
、
戒
告
処
分
が
相
当
で

あ
る
と
の
答
申
が
あ
っ
た
。

『
そ
の
他
の
質
問
』　
五
項
目

　
本
市
に
お
い
て
、
五
歳
か
ら

一
一
歳
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
小
児
接
種
が
三
月
か

ら
始
ま
る
こ
と
に
伴
い
、
私
の

元
へ
も
、
子
供
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
の
問
合
せ
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　
メ
デ
ィ
ア
等
で
は
国
内
外
問

わ
ず
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副

反
応
や
後
遺
症
に
苦
し
む
事
例

が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
保
護
者

の
気
持
ち
を
不
安
に
さ
せ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
小
児

接
種
の
安
全
性
に
対
す
る
考
え

を
伺
う
。

市
長

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
特
例
臨

時
接
種
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も

の
と
認
識
し
て
い
る

　
小
児
接
種
用
の
ワ
ク
チ
ン
は
、

臨
床
試
験
等
か
ら
有
効
性
や
安

全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
海
外
で
も
広
く
接
種
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
を
踏

ま
え
て
薬
事
承
認
が
さ
れ
、
予

防
接
種
法
に
基
づ
く
特
例
臨
時

接
種
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
時
点
に

お
い
て
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に

対
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
が
確
定
し

て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

予
防
接
種
法
の
努
力
義
務
の
規

定
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
た
め
、
対
象
者
や
そ
の

保
護
者
の
方
に
対
し
、
接
種
に　

関
す
る
情
報
を
丁
寧
に
提
供
し
、

接
種
を
受
け
る
か
ど
う
か
を
判

断
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

『
そ
の
他
の
質
問
』　
三
項
目

市
議
会
内
の
会
派
構
成

（
令
和
四
年
五
月
一
日
現
在
）

■
正
風
ク
ラ
ブ

　
　
仲
田　
佳
正　
議
員

　
　
鈴
木　
絢
子　
議
員

　
　
宮
﨑　
雅
薫　
議
員

　
◎
青
木　
敬
博　
議
員

　
　
佐
藤　
　
周　
議
員

■
公
明
党

　
　
鳥
居　
康
子　
議
員

　
　
篠
原　
峰
子　
議
員

　
◎
長
沢　
　
正　
議
員

■
清
和
会

　
　
四
宮　
和
彦　
議
員

　
　
杉
本　
憲
也　
議
員

　
◎
井
戸　
清
司　
議
員

■
自
民
・
維
新
の
会

　
　
大
川　
勝
弘　
議
員

　
　
中
島　
弘
道　
議
員

　
◎
杉
本　
一
彦　
議
員

■
日
本
共
産
党

　
　
佐
藤　
龍
彦　
議
員

　
◎
重
岡　
秀
子　
議
員

■
無
党
派
　
颯

　
　
田
久
保
眞
紀　
議
員

　
◎
浅
田　
良
弘　
議
員

■
会
派
に
所
属
し
て
い
な
い

　
　
石
島　
茂
雄　
議
員

（
◎
＝
会
派
代
表
者
、

　
会
派
構
成
議
員
は
議
席
順
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
小
児

接
種
の
安
全
性
に
対
す
る
考
え

を
伺
う

石
いしじま
島茂

しげ
雄
お
議員

（会派に所属していない）

懲戒審査委員会から戒告処分の
答申がされた

小
児
接
種
の
対
象
者
に

配
布
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

12月21日　議会活動活性化協議会
1月27日　議会報編集委員会
1月28日　常任観光建設委員会協議会
2月 9日　常任総務委員会協議会
2月15日　議会運営委員会

閉会中の議会活動 令和３年１２月定例会閉会から
令和４年３月定例会開会まで
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い
と
う
市
議
会
だ
よ
り
　

「
い
と
う
市
議
会
だ
よ
り
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

【
発
行
】伊
東
市
議
会
 【
編
集
】議
会
報
編
集
委
員
会

【
伊
東
市
議
会
事
務
局
】伊
東
市
大
原
二
丁
目
1番
1号

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
https://w

w
w
.city.ito.shizuoka.jp

■
TEL／

0557-32-1981　
 ■
FAX／

0557-38-6916

■
E-m
ail／

gikai@
city.ito.shizuoka.jp

編

集
後

記

2022.6.1　
N
o.193

伊
東
家
は
平
家
全
盛
時
代
に

祐
親
に
よ
り
伊
豆
で
最
大
勢
力

を
持
つ
名
門
一
族
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
鎌
倉
殿
の
一
三
人
」
で
は

伊
豆
に
流
さ
れ
た
頼
朝
の
監
視

役
と
し
て
ま
た
厳
格
な
八
重
姫

の
父
と
し
て
登
場
し
て
い
ま
す
。

頼
朝
は
そ
の
後
挙
兵
し
、
頼

朝
側
に
付
い
た
娘
婿
や
孫
達
か

ら
味
方
に
参
じ
る
よ
う
勧
め
ら

れ
て
も
最
後
ま
で
忠
義
を
尽
く

し
平
家
の
恩
に
殉
じ
た
武
骨
な

侍
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
曽
我
物
語
」
は
祐
親

の
子
、
河
津
祐
泰
の
仇
を
討
つ
、

子
で
あ
り
祐
親
の
孫
に
あ
た
る

曽
我
十
郎
五
郎
の
物
語
と
し
て

後
世
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

（
中
島
）

議
会
報
編
集
委
員
会

　
委 

員 

長　
　
佐
藤　
龍
彦

　
副
委
員
長　
　
杉
本　
憲
也

　
委　
　
員　
　
鈴
木　
絢
子

　
　

 

〃 　
　
　
篠
原　
峰
子

　
　

 

〃 　
　
　
中
島　
弘
道

　
　

 

〃 　
　
　
田
久
保
眞
紀

市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見

　
　
ご
質
問
は
議
会
事
務
局
へ

総
務
委
員
会

観
光
建
設
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業
と
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
普
及
啓
発
事
業
と
の
二

本
立
て
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
補
助
金
を
継
承
す
る
推
進

事
業
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普

及
啓
発
に
寄
与
す
る
事
業
に
対

し
て
補
助
を
行
う
。

　
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
市

民
活
動
や
芸
術
文
化
活
動
等
に

つ
い
て
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
七

の
目
標
を
意
識
し
た
中
で
事
業

を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
通

じ
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ

の
意
識

の
醸
成

を
図
っ

て
い
き

た
い
。

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
、
下

水
道
管
路
に
あ
る
マ
ン
ホ
ー
ル

の
上
に
簡
易
な
便
座
や
パ
ネ
ル

を
設
け
て
、
災
害
時
に
お
い
て

迅
速
に
ト
イ
レ
機
能
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
令
和
四
年
度
は
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
、
北
中
学
校
及

び
門
野
中
学
校
へ
の
設
置
を
予

定
し
て
お
り
、
今
後
は
、
市
役

所
な
ど
の
避
難
所
以
外
の
と
こ

ろ
に
も
、
整
備
を
進
め
、
災
害

時
に
備
え
た
い
。

　
本
市
で
育
つ
子
供
の
健
や
か

な
成
長
を
願
い
、
市
内
に
住
所

を
有
す
る
子
供
の
保
護
者
を
対

象
と
し
て
、
小
・
中
学
校
に
入

学
す
る
子
供
一
人
に
つ
き
五
万

円
を
祝
金
と
し
て
贈
呈
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
や
学
業
面

で
の
進
学
を
理
由
に
、
子
供
が

転
出
を
し
た
場
合
も
、
一
定
の

条
件
を
満
た
す
者
に
つ
い
て
は

贈
呈
す
る
。

　
令
和
四
年
二
月
二
四
日
、
ロ

シ
ア
連
邦
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
攻
を
開
始
し
、
独
立
国
家
の

主
権
を
踏
み
に
じ
る
暴
挙
を

行
っ
た
。
こ
れ
は
、
明
白
な
国

際
法
違
反
で
あ
る
と
と
も
に
、

国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
の
根

幹
を
揺
る
が
す
断
じ
て
容
認
で

き
な
い
行
為
で
あ
る
。

　
我
が
国
を
は
じ
め
と
す
る
国

際
社
会
は
、
こ
れ
以
上
の
戦
争

犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
、

こ
の
暴
挙
を
抑
え
る
あ
ら
ゆ
る

外
交
努
力
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、

一
日
も
早
い
地
域
の
安
定
に
向

け
、
全
力
を
挙
げ
て
行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
に
伊
東
市
議
会
は
、
ロ

シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
攻
や
主
権
侵
害
に
断
固

抗
議
す
る
と
と
も
に
、
直
ち
に

ロ
シ
ア
軍
が
攻
撃
を
停
止
し
、

無
条
件
で
撤
収
す
る
よ
う
強
く

求
め
る
。

（
決
議
文
全
文
を
掲
載
）

　
市
民
参
画
推
進
事
業
に
お
い

て
新
設
さ
れ
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
伺
う
。

問

　
下
水
道
事
業
に
お
い
て
令
和

四
年
度
実
施
さ
れ
る
、
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
設
置
工
事
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

問

　
令
和
四
年
度
に
新
設
さ
れ
る

入
学
祝
金
の
概
要
に
つ
い
て
伺

う
。

問

答

答

答

誰一人取り残さない持続可能で
多様性と包摂性のある社会へ

マンホールトイレは、災害時に
おいても日常使用している
トイレに近い環境を確保できる

健やかな成長を願い、入学祝金が
贈呈される

令
和
四
年
三
月
三
日

「
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

断
固
抗
議
す
る
決
議
」を

全
会
一
致
で
可
決

常
任
委
員
会
だ
よ
り

～
三
月
一
〇
日
、
一
一
日
に

行
な
わ
れ
た
常
任
委
員
会
審
査
の

中
か
ら
、
一
部
を
抜
粋
～

ホームページに
おいて、各委員
会要点記録を公
開しております。


